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【目的】 
「よい子」として無理をしてきた子どもたちは，挫折する

危険と背中合わせの状態にある。その挫折が不登校や引きこ

もり，摂食障害などの問題に転化していくとして，「よい子」

に関する数多くの研究が重ねられてきた。本研究では「よい

子＝過剰適応している子ども」と捉え，研究を進めた。 
過剰適応とは，外的適応と内的適応の不均衡状態である。

つまり，外の環境に対して非常に適応的であるように周囲に

は映っても，本人が著しい不満や不安を抱えている状態を過

剰適応状態と定義した。過剰適応の特徴として，「自己主張へ

の不安」から主張行動を抑制し，心身の健康に大きな影響を

及ぼすことが確認されている。 
そこで本研究では，過剰適応の特徴が顕著に現れる攻撃性

に焦点を当て，親・教師・中学生がフラストレイターとなる

3 種類の欲求不満場面における攻撃性の表出の方向と過剰適
応得点との関連を分析し，そこから中学生の過剰適応状態に

ついて場面を超えた安定性が示されるか否かを検討すること

が目的である。 
 

【方法】 
対象：調査対象は，岐阜県内の中学 2 年生 345 名(男子 159
名，女子 185名)であった。 
調査内容：以下の内容を含む質問紙を集団で実施した。実施

時期は，平成 15年 10月中旬から 11月中旬であった。 
①投影法(小野 2003)：欲求不満の原因が[親・教師・中学生]
の 3パターンあり，自我阻害場面（他者または非人為的な障
害が原因となってフラストレーションが起きている場面），超

自我阻害場面（フラストレーションの原因が自分にあって，

相手から非難や叱責を受けている場面）を各 2 場面，計 12
場面を設定し，「吹出し」に反応語を書き込む形式で回答を求

めた。3 人の評定者が，P-F study の評定基準に従い，反応
語に対して，他責反応，自責反応，無責反応の評定を行った。 
②過剰適応尺度：桑山(2003)を改定した 25 項目を 5 件法で
回答させた。 
 

【結果と考察】 
①因子構造：主成分分析(バリマックス回転)を行い，固有値
の推移状況と回転後の解釈可能性を考え，2因子を抽出した。
負荷量の下限値は 0.4 とし，複数の項目に高い負荷量を示し
ている 9 項目を除いて，再度主成分分析にかけたところ，2
回目ですべての項目が条件を満たしたので，そこで因子分析

を終了した。2因子までの累積寄与率は 40%であった。第一
因子は，自分自身についての自信の無さや，主張行動に戸惑

いを感じていることに関する項目であったため，「自信の無さ

因子」と，第二因子は，周囲から優れた評価を得る存在にな

ろうとする他者志向的な態度を中心とした項目であったため，

「他者志向因子」と命名した。この因子構造から，過剰適応

には対自的な面と対他的な面があることを確認できた。 
それぞれの因子得点における性差を検討したところ，「自信

の無さ」の因子得点は女子の方が有意に高かった

(t=3.39,p<.001)。したがって，女子は男子より自己主張に対

して不安を抱えていることが明らかになった。 
 

②過剰適応尺度と投影法への反応との関連：他責，自責，無

責反応の表出に，過剰適応尺度の各因子得点高・中・低群と

性の要因がどのように関係しているかを検討するため， [性
×自信の無さ因子]と[性×他者志向因子]の 2×3 の 2 要因分
散分析を実施した。結果，両者で無責反応における性の主効

果が得られ(F[1,339]= 3.77, p<0.1; F[1,339]=4.50, p<.05)，
無責反応の表出は男子に多いことが明らかになった。無責反

応をとる背景には，他者から見捨てられることへの不安，つ

まり愛情喪失への不安があると考えられている。したがって，

たとえ欲求不満を感じた場合であっても，男子は女子よりも

周囲の人々との間に摩擦が生じないように心がけて行動して

いるのではないかと思われる。 
次に，過剰適応の 2因子が，欲求不満場面でどの反応の表

出と関連があるのかを検討するため，各々の反応数を従属変

数とし，[自信の無さ因子×他者志向因子]の 3×3の 2要因分
散分析を実施した。結果，他者志向的な態度の高い中学生は，

自責反応を高く表出し，他責反応を抑制することが明らかに

なった。つまり，他者を志向する態度は，欲求不満場面で感

情をそのまま表出するのではなく，自分自身に向けていく機

制につながっていくと言える。 
 
③課題場面の影響性：欲求不満の対象要因(親・教師・中学生)
と阻害要因(超自我阻害・自我阻害)の影響が，各々の反応語
とどのような関係をもつかを検討するため，[自信の無さ因子
×対象×阻害]と[他者志向因子×対象×阻害]の 3×3×2の 3
要因分散分析を実施した。 
各反応（他責・自責・無責）における自信の無さ因子と対

象要因の交互作用 (F[4,684]=3.33, p<.01; F[4,684]=2.89 , 
p<.05; F[4,684]=3.73 , p<.05)，自責反応における，他者志向
因子と阻害要因の交互作用が確認された (F[2,342]=8.50, 
p<.001)。その詳細は，以下の通りであった。他責反応は中学
生に対して表現されやすく，自責反応は中学生＜親＜教師の

順に表出数が多かった。また，無責反応は，親に対して表出

数が多かった。つまり，親の一言に対して，自らの中に苛立

ちや怒りが生まれても，その感情をごまかし，率直に主張す

ることを避けているのだと言える。さらに，自責反応の表出

に関しては，次のような結果も得られた。超自我阻害場面で

は，他者志向因子の得点が高くなるほど，自責反応の表出が

多かった。つまり，これは，自分の評価が低まる場面に出く

わすと，評価を回復しなければならないという思いが生じ，

外界に対してより適応的に振舞うことを意味している。 
以上より，日常的にほめられることが多く，叱責される経

験の少ない過剰適応の中学生は，自分の評価が著しく傷つけ

られる場面に出くわすと，いち早く他者からの評価を回復し

なければならないという思いが生じ，外界に対して一段と適

応的に振舞うのだと考えられる。他者から良い評価を得よう

と躍起になることが，内的状態を阻害する要因になっている

ことが予想され，検討を続けていく必要があるだろう。 
（ONO, Yuiko ; MIYAMOTO, Masakazu） 
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過剰適応に関する研究

ー欲求不満場面における攻撃性表出の観点か
らー

研究者 小野 由衣子

指導教官 宮本 正一先生

過剰適応(overadaptation)とは

外的適応

社会や現実の要求に応じて，自分の属性を変化させていく過程と状態

内的適応
内面的に幸福感と満足感を経験し，心的状態が安定していること

過剰適応
外的適応が重視されすぎ、

内的適応がなおざりの状態
外的適応

内的適応

目的

親、教師、中学生が欲求不満の原因
となる場面をそれぞれ提示し、そこで
の攻撃性表出の方向と、過剰適応得
点との関連を分析することで、中学生
の過剰適応状態について検討する。

従属変数 攻撃性の方向

他責反応：攻撃が他者や物、状況に向けられる

自責反応：自分自身に向けられる

無責反応：欲求不満をうまくごまかしてしまうか、
うわべを繕って攻撃自体を避ける

方法

調査対象

岐阜県内公立中学校に通う中学2年生345名

（男子159名，女子185名）

調査時期

平成15年10月中旬から11月中旬

調査方法

個別記入方式の質問紙調査を無記名で実施。中学校教諭
に実施を委託。実施時間は約20分であった。

方法 【調査内容】

①過剰適応尺度 25項目

5件法

全く当てはまらない（1点）／あまり当てはまらない（2点）／

どちらともいえない（3点）／やや当てはまる（4点）／とてもよく当てはまる
（5点）

改定点

中学生の文章の理解力を考慮し，容易に文意を把握でき
るような表現に変更。

過剰適応の特徴を表していると考えられる文献中の記述を
参考にして，4項目を新たに追加し，25項目に再構成した。
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方法 【調査内容】

②P-F study型投影法

阻害要因
自我阻害場面

他者または非人為的な障害が
原因となってフラストレーション
が起きている場面

超自我阻害場面

フラストレーションの原因が自
己にあって，相手から非難や叱
責を受けている場面

対象要因
親

教師

中学生

刺激語一覧

P-F study型投影法 刺激語

「きみに借りていたノートだけど，妹がビリビリにやぶってしまった。」

「ぼくの勝ちだ！じゃあ，これは全部，ぼくがもらっていくよ。」自我阻害

「お前が失敗したせいで，この前の試合は負けたんだ。」

「おまえはうそつきだ！そんなヤツとは，もう一緒にいたくない。」超自我阻害

中学生が中学生に話しかけている場面

「君に部長をお願いしていたが，部長にふさわしい生徒が他に見つかった。」

「間違えて，君の答案用紙を違う生徒に返してしまった。」自我阻害

「いい加減なことばかりしているじゃないか。あなたは，自分の係に責任をもっていない。」

「君は毎日忘れ物ばかりしているじゃないか。」超自我阻害

教師が中学生に話しかけている場面

「あの子と遊んでばかりいると，内申点が悪くなるでしょ。」

「ジーパンは，今洗濯しているから，今日は着て出かれられないよ。他の服を着なさい。」自我阻害

「塾を休んでばかりいるから，今回のテストも悪い点数なんだよ！」

「え！？家の鍵をなくしたの？中に入れないじゃない。困ったな。」超自我阻害

親が中学生に話しかけている場面

P-F study型投影法 親場面 P-F study型投影法 教師場面

P-F study型投影法 中学生場面 結果と考察 【因子構造】

Factor1：「自信の無さ」因子

自信の無さ、主張行動への戸惑い

Factor2：「他者志向」因子

周囲から優れた評価を得る存在になろうとする

他者志向的な態度

因子得点の性差
自信の無さ因子： t = 3.39 , p<.001 男子＜女子

他者志向因子： n.s.
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主成分分析の結果
第1因子 第2因子

12 自分の言ったことやしたことに自信がない 0.785 0.071

19 間違ったことを言ったり、したりするのがこわくて、引っ込み思案になる 0.743 0.143

25 本当の自分を出すと人に嫌われるのではないかと思う 0.697 0.068

23 自分の意見を言うことが少ない 0.645 -0.22

2 周りの人が自分をどう評価しているかが気になって、自分のしたいように行動できない 0.639 0.329

14 周りの人の顔色をうかがってしまう 0.583 0.355

24 自分のことについて考えるのが苦手だ 0.49 -0.203

9 周りの人に反対されると自分の意見を変えてしまう 0.474 0.169

20 自分が悪かったのではないかと後悔することが多い 0.469 0.236

17 周りの人に迷惑をかけないようにいつも気を配っている 0.263 0 .654

13 たいていの規則を守っている 0.116 0 .636

4 親の言いつけはほとんど守っている -0.078 0 .631

7 親や先生の期待にはできるだけこたえるように努力する -0.075 0 .613

3 いつもほめられたいと思っている 0.101 0 .558

5 自分がどうしたいかよりも、どうすべきかの方が先に思いうかぶ 0.058 0 .44

16 自分がどう感じているかに関係なく、目上の人の言うことはきく 0.268 0 .424

固有値 3.68 2.73

寄与率（％） 23.02 17.06

累積寄与率（％） 23.02 40.08

項目

● 自信の無さ因子

● 他者志向因子

性と無責反応の関係

無責反応の表出
は男子に多い。

見捨てられ不安

愛情喪失への不安

自己欺瞞的な反応
2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

無
責
反
応
数

女子 男子

他者志向因子と他責反応の関係

他者志向的な態
度が、他責反応を
抑制する。

5

5.2

5.4

5.6

5.8

6

6.2

他
責
反
応
数

L群 M群 H群

他者志向

他者志向因子と自責反応の関係

他者志向的な態度
は、自責反応の表
出と関係がある。
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他者志向

自責反応の出現

他責反応の抑制
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数

L群 M群 H群

他者志向

他者志向的な
態度

他責反応の表出における
[自信の無さ×対象]

（親・教師）＜中学生

仲間に対して他責反
応の表出数が多い。
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自責反応の表出における
[自信の無さ×対象]

中学生＜親＜教師

教師に対して、自責
反応の表出が多い。

自信の無い者は、
親との関係の中で、
自責反応を表出し
やすい。

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

自
責
反
応
数

L群 M群 H群

自信の無さ

親

教師

中学生

親に対して、
無責反応の表
出が多い。
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無
責
反
応
数

L群 M群 H群

自信の無さ

親

教師

中学生

無責反応の表出における
[自信の無さ×対象]

他者志向的な態度の
高い者は、超自我阻
害場面で自責反応を
表出しやすい。
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超自我

自我

自責反応の表出における
[他者志向×対象] まとめ

中学生は、親に対してネガティブな感情を
表現できずにいること

他者を気にし、その期待に沿おうと努力し
ている者ほど、その内面では自己を責め
ていること
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